
６事業 3,401 万円

6

＜国民健康保険特別会計＞
　特定健康診査等事業費
　　特定健康診査受診率向上事業

特定健康診査の受診率向上を図るため、受診
者の中から抽選で入浴券等をプレゼントする
ほか、民間事業者による受診勧奨及び効果検
証を実施する。

384 万円

保険健康課

5
　健康づくり推進事業

健康づくり促進のため、新たにさくら館プー
ルにおいてプライベートレッスンをメニュー
に追加するとともにウォーキングマップを作
成する。

536 万円

保険健康課

4

【新規】
　新生児聴覚検査費助成事業 新生児の聴覚障がいの早期発見及び早期療養

を行うための検査に要する費用を補助する。
55 万円

子育て支援課

3

【新規】
　産婦健康診査費助成事業

出産後間もない方が母体の機能回復や精神状
態を把握する目的の健康診査を受診する費用
を補助する。

120 万円

子育て支援課

福祉課

2
　放課後児童健全育成事業

3小学校区で開設している「放課後児童クラ
ブ」について、引き続き開設する中で下半期
からは外部委託を導入し、クラブの質の向上
及び安定的な運営を図る。

2,232 万円

子育て支援課

令和２年度 6つの基本目標　重点事業　

　将来像の実現に向けて６つの基本目標を定め、まちづくりを推進します。
この６つの基本目標のもとに３４の施策を展開し、将来像であります「やすらぎとおもてな
しのあふれる町－箱根」を目指してまいります。

重点事業総額（35事業、19億497万円）

1　皆が支えあう、誰もが元気なまちづくり

　町民が年齢や性別、障がいのあるなしにかかわらず住み慣れた地域で安心して生活できるよ
う、福祉や医療のサービス提供とともに地域住民による支えあいの活動を支援することを目指し
ます。

1

【新規】
　高齢者サポート事業

高齢者が住み慣れた地域でいつまでも安心し
て暮らせるように、ごみ出し支援サービスの
拡充、買い物支援サービスの実施及び自動車
急発進防止装置等の設置を補助する。

74 万円

将来像：やすらぎとおもてなしのあふれる町－箱根



７事業 7億50 万円

５事業 6億4,113 万円

6
　公民館整備事業

仙石原文化センターのホールについて、安全
性や環境性能向上のため、吊り天井耐震化工
事、照明設備及び空調設備改修工事など全面
改修を行う。

3億7,147 万円

生涯学習課

5

＜下水道事業会計＞
　処理場建設改良事業

汚泥脱水設備改築、宮城野浄水センター管理
棟屋根防水改築及び水処理設備改築工事等を
行う。

3億9,600 万円

上下水道温泉課

4

＜水道事業会計＞
　送配水管整備事業

湯本地内での減圧弁設置や宮ノ下、小涌谷地
内において老朽化した配水管の改良工事を行
う。

1億2,780 万円

上下水道温泉課

3
　町営住宅整備事業 住宅の建物劣化診断、インフラ調査を実施す

る。また、退去が完了した元箱根町営住宅を
解体する。

3,918 万円

福祉課

都市整備課

2

【新規】
　都市計画基本図作成事業 都市計画基本図の更新及びデジタルマッピン

グ化を実施する。
2,365 万円

都市整備課

 ３　誰もが住みたくなる、より良い生活環境のまちづくり

　道路や住宅環境の整備、環境衛生の推進などにより、箱根に住みたいと思える環境づくりを目
指します。

1
　町道箱１号線道路改良整備事業 町道箱１号線の歩道未設置区間の道路線形修

正及び歩道設置に伴う道路拡幅工事を実施す
る。

5,450 万円

7
　総合体育館整備事業

安全性向上を図るため、メインアリーナの吊
り天井耐震化工事、自動火災報知設備更新工
事及び自家発電設備交換工事などを実施す
る。

2億9,336 万円

生涯学習課

5

【新規】
　文化遺産情報発信事業

郷土資料館所蔵資料等文化遺産のデータベー
ス化を推進し、効果的な資料管理や外部への
情報発信強化により誘客に結びつける。

139 万円

生涯学習課

4
　生きた英語教育事業

英語教育において、小・中学校のすべての学
年、さらには箱根幼稚園児も対象として外国
人英語講師を派遣し英語を学ぶ機会を設け
る。

640 万円

学校教育課

3
　東京2020大会体験事業 町内の小・中学生を対象としてパラスポーツ

の体験及びパラリンピック大会を観戦する機
会を設ける。

759 万円

学校教育課

企画課

2

【新規】
　東京2020大会聖火リレー応援事業

オリンピック聖火リレーを神奈川県と協力し
て実施するとともに、パラリンピック聖火
フェスティバルに参加する。

421 万円

企画課

 ２　未来を拓く人材が育ち、町民相互に高めあうまちづくり

　箱根に愛着を持ち、未来を拓く人材を育てるとともに、学んだことを地域で生かし、自己の能
力を最大限発揮することができる社会づくり、人権を尊重し、交流によってお互いに高めあう社
会づくりを進めることを目指します。

1
　東京2020大会ホストタウン事業

ホストタウンであるエリトリア国、ブータン
王国及びミャンマー連邦共和国の事前キャン
プについて、SKYプロジェクトに基づき受
け入れる。

1,608 万円



８事業 1億6,049 万円

8
　消防車両整備事業 老朽化した消防ポンプ車１台、査察車１台を

更新するとともに、資機材搬送車１台を新規
に購入する。

3,734 万円

消防本部

7
　救急業務高度化推進事業

救急救命士の教育及び研修を実施するととも
に、老朽化した仙石原分遣所の高規格救急自
動車及び積載する医薬品、医療器具等の装備
品を更新する。

4,367 万円

消防本部

6
　地震等災害対応資機材整備事業

自然災害対応用資機材として災害用ドロー
ン、LEDバルーン型投光器及び水害対応用
ボートなどを新たに購入するとともに、ライ
フジャケットやエンジンカッターなどを追加
整備する。

1,722 万円

消防本部

5
　ごみ処理広域化推進事業

足柄下郡系統共同処理開始に向け、本町に整
備する可燃ごみ中継施設及び資源化施設の整
備方針等を定める広域化施設整備等基本計画
を策定する。

1,033 万円

環境課

4

【新規】
　環境基本計画策定事業

箱根町環境基本条例に基づき、環境保全等に
関する基本的な事項を定める環境基本計画の
策定に着手する。

250 万円

環境課

3
　地震等災害医療対策事業 備蓄している医療用資機材の更新を図るとと

もに新たに町内医療機関に非常用発電機を配
置する。

166 万円

保険健康課

総務防災課

2
　大涌谷火山対策事業

火山ガス・監視システムの修繕を実施するな
ど適切な保守管理を行う。また、大涌谷園地
の安全対策の認知度を調査するため、意識調
査を実施する。

2,236 万円

総務防災課

 ４　環境にやさしく、安全・安心なまちづくり

　町の財産である自然環境を大切にし、環境負荷の少ない循環型社会の形成、事故や災害に迅速
に対応できる安全なまちづくりを目指します。

1
　地震等災害対策事業 各地域の防災資機材倉庫にある発電機及び

チェーンソーの更新や防災士の養成及び総合
防災訓練を実施する。

2,541 万円



５事業 4,163 万円

４事業 3億2,721 万円

【新規】
　湯本地区公共施設利活用事業

箱根観光物産館敷地及び消防湯本分署移転後
の敷地の活用策として官民連携による事業化
を図るため、貸付方針の検討や実施方針の作
成を行う。

396 万円

企画課

　国際観光プロモーション実施事業
オーストラリア、ベトナム及びシンガポール
に出向き、セールスプロモーションを実施す
るなど、外国からのお客様のさらなる誘客を
図る。

719 万円

観光課

4
　ふるさと納税促進事業

本町へのふるさと納税を促すため、制度周知
を図るとともに、クレジットカード決済シス
テムの運用や謝礼品と交換できるポイントの
発行を行う。
（寄付見込額4億５千万円）

2億1,400 万円

財務課

企画課

3
　庁舎施設等整備事業 役場本庁舎の空気調和設備整備及び屋上防水

工事、分庁舎の自家発電機改修、庁舎非常放
送設備更新などを行う。

1億391 万円

財務課

2

 ６　行政の効率的経営と官民協働体制の強化

　限られた行政資源を効率的・効果的かつ計画的に配分しながら、健全な行財政運営を行ってい
くとともに、協働のまちづくりを更に進めることを目指します。

1

【新規】
　総合計画後期基本計画策定事業

第６次総合計画基本構想に基づき、令和４年
度から８年度までを計画期間とする後期基本
計画の策定に着手する。

534 万円

5
　箱根関所誘客宣伝事業 箱根芦ノ湖夢劇場の開催やホームページの更

新及び資料館保存資料の情報発信強化により
誘客を図る。

367 万円

生涯学習課

4

【新規】
　東京2020大会特別宣伝事業

大会開催にあわせ全日空機内におけるPR動
画放映、羽田国際線ターミナルへのパンフ
レット配架やポスター掲出を行う。

195 万円

観光課

観光課

3

【新規】
　はこね親善大使事業

はこね親善大使である八代亜紀さん、チョコ
レートプラネットの松尾駿さんに観光展など
で本町のPRに協力してもらう。

221 万円

観光課

2

 ５　癒しと文化を提供する観光産業づくり

　多くの人々に安らぎとうるおいをもたらし、伝統文化や歴史が感じられ、世界から目標とされ
る国際観光地づくりを進めることにより、観光産業の更なる発展につなげることを目指します。

1
　インバウンド観光推進事業

外国からのお客様対応の拠点である湯本
「V」案内所の運営をするとともに、受け入
れ環境整備としてキャッシュレス環境の整備
を図る。

2,661 万円


